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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
＜連絡事項＞

· 委員会の欠席届について、欠席した場合は必ず提出するようお願いします。
· 月末までに事故報告、インシデント報告を入力するようにお願いします。

＜発生事故振り返りミーティングの実施について＞

実施状況

・東病棟：全部は実施出来ていないが、薬の事故等優先順位をつけて実施している。

　　　　先日の風呂場で溺れるという事故に関しては、当日に委員がいなくても振り返りを実施している。

　　　　　1ヶ月後の評価に関しては、1件実施。服薬セットミスについて振り返りを行い、カンファレンス記録に載せている。

・西病棟：実施できている。

・北病棟：未確認。

・南病棟：全部ではないが､実施している。

　　　　　先日の誤嚥の事故に関しては実施している。→　振り返り用紙にきちんと記載しておくこと。

　　　　　1ヶ月の評価に関しては、実施できていない。→　委員で率先して実施するように。

・作業療法室：１ヶ月の振り返りは実施している。しかし、改善点が実施できていない状態である為、今月中に確認予定。

・青陽館：実施できている。昨日の事故についても振り返りを実施している。

・南山苑：徐々に実施できている。1ヶ月の振り返りは実施できないが、1週間、2週間毎に振り返りは行っている。

　　※　発生事故振り返りミーティング、1ヵ月後の振り返りについては、委員で率先して行い定着させるようにして下さい。
＜南病棟誤嚥による窒息事故について＞

　内　　　容：　飲み込みが悪く、食事全解除の患者様が、夕食後に窒息状態となっている。

　主治医より：　最近飲み込みが悪くなってきていた為、家族へ経菅栄養も考えていくことを説明していたところであった。

　問　題　点：　食事後の状態確認が不十分ではなかったか。

食べさせる姿勢はどのようであったのか。（患者様は、頸部が反るような姿勢であった。）

介助者は、食事が取りやすい安全な姿勢を周知していたのか。

　対　　　策：　最近、高齢者でゲップと共に一度食べたものが戻され窒息する事故が増えてきている。その為、食べさせ終わった後の経過の観察が必要である。また、食べさせる姿勢もきちんと周知しておく必要がある。

　　　　　　　　早急に、誤嚥のリスクがある方のリストを挙げ、統一した対応を行う必要性がある。

＜佐々木AOMより＞

3月5日に、立ち入り検査があります。インシデントやその振り返り等必要な書類の点検や準備を早めに行っておいて下さい。また、今月20日の実施指導の際も、医療廃棄物などの確認を徹底してください。

ＷＩＺの掲示板に取り上げられていた、青森県内で薬の包装紙を飲んでの死亡事故については、医療に携わる者として身近な事故でもある為、注意していきましょう。

　　巡視の報告書の提出を早急に行うようにして下さい。

＜次回の委員会＞
日時：平成24年1月12日（木）

場所：青南病院2階　会議室

